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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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う
な
話
を
よ
く
聞
い
た
▼
確

か
に
、
労
働
組
合
は
労
働
者

の
権
利
を
守
り
発
展
さ
せ
る

使
命
を
持
っ
て
い
る
。
公
務

職
場
で
は
、
労
働
組
合
は
行

政
民
主
化
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

す
ら
担
う
重
要
な
社
会
的
役

割
を
発
揮
し
て
い
る
▼
一
方

で
、
広
く
国
民
の
生
活
・
社

会
を
見
て
み
る
と
、「
自
己

責
任
と
バ
ッ
シ
ン
グ
社
会
」

は
、
急
速
な
勢
い
で
進
行
し

て
し
ま
っ
た
。「
格
差
社
会
」

や
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
」

は
、
そ
の
象
徴
だ
▼
そ
し
て

労
働
者
は
全
体
と
し
て
貧
困

化
し
て
い
く
。
反
撃
の
手
段

は
連
帯
で
あ
り
団
結
だ
。
そ

れ
は
、
隣
人
に
優
し
い
社
会

に
行
き
着
く
。
い
ま
平
和
運

動
は
世
界
を
つ
な
ぐ
良
心
。

こ
の
時
代
、
生
命
の
尊
厳
と

心
身
の
健
康
を
守
る
大
事
な

要
と
な
っ
て
い
る
。

「
労
働
組
合

が
な
ぜ
平
和

活
動
を
す
る

の
か
」。飲
み

屋
で
の
会
話

で
、
こ
の
よ

九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

捨
て
石
の
好
手
段
で
、
白
の

眼
形
を
奪
い
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

新
た
な
組
織
的
将
来
展
望
を
切
り
ひ
ら
き

　

青
年
が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
職
場
を
築
こ
う

わ
ら
ず
、
事
務
手
順
の
煩
雑

さ
や
非
効
率
の
目
に
余
る
状

況
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
当

局
の
効
率
化
の
な
か
で
、
労

働
強
化
が
つ
く
ら
れ
、
プ
ロ

パ
ー
が
い
な
く
な
り
、
技
術

の
伝
承
も
で
き
ず
、
内
部
事

務
が
崩
壊
し
て
い
く
と
い
う

職
場
状
況
の
認
識
を
一
致

し
、「
元
に
戻
す
こ
と
も
含

め
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直

し
」要
求
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
査
部
門
で
は
、
東
京
局

が
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
目
標
管
理
方
式
を
導

入
し
、
数
値
目
標
達
成
の
尻

た
た
き
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
徴
収
部
門
で

も
、
税
額
整
理
へ
の
転
換
が

始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
手
法

も
、
職
員
個
人
に
滞
納
額
・

件
数
圧
縮
を
ノ
ル
マ
化
す
る

動
き
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。
税
務
の
職
場
に
ノ

ル
マ
主
義
を
持
ち
込
む
こ
と

は
公
正
な
行
政
執
行
が
お
ろ

そ
か
に
さ
れ
、
行
政
の
荒
廃

を
招
く
と
分
析
、
労
働
強
化

反
対
の
取
り
組
み
に
力
を
注

ぐ
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
人
事
の
処
遇
停
滞
に

加
え
て
、「
単
身
赴
任
の
な

か
、
２
年
間
で
１
５
３
日
の

広
域
調
査
で
、
１
１
７
日
が

ホ
テ
ル
住
ま
い
だ
っ
た
」「
結

婚
し
て
も
一
緒
に
住
め
な
い

配
転
が
出
て
い
る
」
な
ど
、

権
利
や
生
活
・
健
康
犠
牲
の

人
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の

認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

藤
平
委
員
長
あ
い
さ
つ

藤平全国税中央執行委員長

　

７
月　

日
の
参
院
選
で

11

は
、
期
待
を
裏
切
り
続
け

た
民
主
党
に
国
民
が
厳
し

い
審
判
を
下
し
た
。
し
か

し
、
自
民
党
や
み
ん
な
の

党
が
議
席
を
伸
ば
し
、
大

企
業
優
遇
、
ア
メ
リ
カ
追

従
の
大
連
合
が
危
惧
さ
れ

る
。

　

一
方
で
、
核
廃
絶
を
求

め
る
行
動
を
積
み
重
ね
た

結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
な
ど
で
核
廃
絶
に
向
け

た
流
れ
を
つ
く
り
出
し

た
。　

月
の
沖
縄
知
事
選

11

に
向
け
、
日
米
合
意
撤
回

と
安
保
破
棄
の
声
を
大
き

く
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

税
務
の
専
門
家
と
し

て
、
消
費
税
率
の
引
き
下

げ
や
法
人
税
率
の
引
き
上

げ
問
題
な
ど
で
、
悪
政
と

の
た
た
か
い
が
重
要
だ
。

　
　

月
の
長
官
団
交
で
つ

12
い
に
顧
問
先
斡
旋
が
廃
止

と
な
っ
た
。
職
員
犠
牲
の

内
部
事
務
一
元
化
に
反
対

す
る
立
場
で
、
今
期
、
元

に
戻
す
こ
と
も
含
め
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
の
見
直
し
を
求

め
る
。

　

増
勢
で
新
た
な
組
織
展

望
を
実
現
す
る
た
め
、
青

年
、
女
性
、
非
常
勤
職
員

を
重
点
に
、
全
国
税
が
総

力
を
挙
げ
て
仲
間
に
迎
え

入
れ
よ
う
。

　

激　
　

励

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

健
保
病
院
労
組
、
航
空
労
組

連
絡
会
、
日
本
学
生
支
援
労

組
、
国
金
発
展
会
、
金
融
共

闘
、
金
融
ユ
ニ
オ
ン
、
全
損

保
、
全
国
証
券
労
組
協
議

会
、
銀
行
の
中
高
年
問
題
を

考
え
る
会
、
政
府
系
金
融
労

組
、
保
団
連
、
不
公
平
税
制

を
た
だ
す
会
、
全
国
革
新

懇
、
全
商
連
、
農
民
連
、
全

国
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連

合
会
、
安
保
破
棄
、
国
民
救

援
会
、
自
由
法
曹
団
、
治
安

維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要

求
同
盟
、
日
本
美
術
会
、
日

中
友
好
協
会
、
新
婦
人
、
婦

団
連
、　

き
か
ん
し
、
中
央

（株）

労
金
、
西
田
一
雄

　

来
賓
の
方
々

日
本
共
産
党
・
大
門
参
院
議

員
、
沖
縄
国
公
労
全
税
支

部
・
垣
花
執
行
委
員
、
全
税

関
・
松
藤
委
員
長
、
国
公
労

連
・
高
木
中
央
執
行
委
員
、

全
国
税
Ｏ
Ｂ
会
全
国
協
議

会
・
難
波
会
長
、
近
畿
Ｏ
Ｂ

会
・
山
道
会
長
。

　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

大
会
に
寄
せ
ら
れ
た　

　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

中
国
国
税
、
国
民
春
闘
共

闘
、
国
公
共
済
、
総
理
府
労

連
、
全
司
法
、
全
通
信
、
全

運
輸
、
全
港
建
、
全
医
労
、

国
会
職
連
、
共
済
病
院
労

組
、
開
建
労
、
自
治
労
連
、

全
教
、
日
高
教
、
郵
産
労
、

特
殊
法
人
労
連
、
通
信
労

組
、
日
本
医
労
連
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
、
建
交
労
、
全
印
総
連
、

農
協
労
連
、
民
放
労
連
、
年

金
者
組
合
、
赤
十
字
労
組
、

方針案を提起する山本書記長

　

全
国
税
は
８
月　

日
か
ら　

日
の
３
日
間
、
東
京
都

20

22

内
で
第　

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
１
９

68

７
名
が
参
加
し
、
中
高
年
の
大
幅
賃
下
げ
や
内
部
事
務

一
元
化
に
よ
る
労
働
強
化
が
強
ま
る
情
勢
の
な
か
、
新

た
な
組
織
的
将
来
展
望
を
示
し
、
青
年
が
未
来
に
希
望

を
持
て
る
職
場
を
築
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
大
幅
賃
下
げ

と
な
る
２
０
１
０
年
人
事
院

勧
告
に
対
し
、
反
対
の
立
場

を
鮮
明
に
し
て
、『
職
員
の

士
気
を
削
ぐ
賃
下
げ
勧
告
の

実
施
見
送
り
を
求
め
る
決

議
』
を
満
場
一
致
で
採
択
、

菅
首
相
へ
届
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

仕
事
の
問
題
で
は
、
昨
年

７
月
に
全
国
実
施
さ
れ
た
内

部
事
務
一
元
化
に
討
論
が
集

中
。
管
理
運
営
部
門
に
配
属

さ
れ
た
職
員
の
努
力
に
も
関

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

　

大
会
で
は
、
新
た
な
組
織

的
将
来
展
望
を
切
り
ひ
ら

き
、
青
年
が
未
来
に
希
望
を

持
て
る
職
場
を
築
く
２
０
１

０
年
度
運
動
方
針
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第第6688回定期大回定期大会会

開会あいさつをする山口副委員長

増
勢
を
迎
え
て
新
た
な
組
織
展
望
を

拡撹 鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎
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新

役

員

紹

介
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〈
解
答
〉
黒
1
か
ら
3
、
5
と

打
つ
の
が
好
手
段
。
白
6

に
黒
7
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
3
は
白
イ
以
下
コ
ウ
。

白
2
で
5
な
ら
黒
3
。
ま

た
白
2
で
ロ
な
ら
黒
5
で

白
死
で
す
。

（7は5のところ）

大会会場に駆けつけた
　　　　秋元さん（四谷分会）

「
が
ん
ば
り
ま
す
」に

　

こ
の
１
年
間
で
、
新
た
に

全
国
税
組
合
員
と
し
て
６
名

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
藤
平
委
員
長

か
ら
、
新
加
入
組
合
員
用
の

グ
ッ
ズ
と
し
て
、『
国
公
労

働
者
権
利
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・

Ｃ
Ｄ
ロ
ム
』、『
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
Ｕ

ｓ
！
』（
い
ず
れ
も
国
公
労
連

発
行
）、
全
国
税
の
腕
章

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
非
常

勤
職
員
の
秋
元
さ
ん
（
四

谷
分
会
）
は
、
２
ヵ
月
連

続
の
不
当
な
雇
い
止
め
通

告
と
の
た
た
か
い
で
、
継

続
雇
用
を
勝
ち
取
っ
た
当

事
者
で
す
。

　
「
が
ん
ば
り
ま
す
」と
い

う
短
い
言
葉
の
決
意
に
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
代
議

員
ら
は
励
ま
さ
れ
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

「顔を洗って出直せ」
　

内
部
事
務
一
元
化

▼
大
嶋
代
議
員
（
近
畿
）

　

当
局
が
責
任
を
放
棄
し
、

職
員
ば
か
り
に
責
任
を
押
し

付
け
て
い
る
。「
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
見
直
せ
」
は
要
求
の
ひ

と
つ
。
分
か
り
や
す
く
い
え

ば
「
顔
を
洗
っ
て
出
直
せ
」

と
い
う
こ
と
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
困
っ
て

い
る
人
を
直
ち
に
助
け
る
た

め「
ス
テ
ッ
プ
３
は
や
め
ろ
」

と
い
う
要
求
で
ど
う
か
。

▼
田
中
代
議
員
（
近
畿
）

　

職
場
で
一
元
化
の
話
題
が

あ
っ
た
。

　

法
人
出
身
者
は
「
一
年
間

に
極
端
な
事
務
の
繁
閑
は
な

く
、
一
元
化
に
は
馴
染
ま
な

い
」。
資
産
は「
同
様
に
資
産

だ
っ
て
馴
染
ま
な
い
」。
個

人
は
「
確
申
期
は
個
人
全
体

で
取
り
組
む
か
ら
馴
染
ま
な

い
」。
管
理
は「
債
権
管
理
は

他
の
内
部
と
性
格
が
違
い
馴

染
ま
な
い
」。

　

結
局
、
心
あ
る
精
通
者

は
、
一
元
化
に
馴
染
む
事
務

は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。

　

統
括
官
の
事
務
軽
減
を

▼
田
端
中
執
（
近
畿
）

　

統
官
２
年
目
だ
が
、
特
官

の
頃
と
比
べ
て
３
倍
位
の
仕

事
が
あ
る
。
旅
費
・
超
勤
の

入
力
、
期
限
前
納
付
指
導
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
勧
奨
、
未
納
整

理
、
な
ん
や
か
ん
や
の
打
合

せ
、
申
告
書
の
作
成
相
談
、

受
払
い
の
判
子
押
し
、
事
案

選
定
・
復
命
受
け
、
準
備
調

査
や
起
案
の
決
済
な
ど
。

　

若
手
の
育
成
が
で
き
る
よ

う
な
状
態
で
は
な
く
、
部
門

職
員
の
悩
み
を
聞
く
余
裕
も

な
い
。
し
か
も
、
給
与
カ
ッ

ト
。
ち
ょ
っ
と
言
葉
が
出
て

こ
な
い
。

　

近
畿
で
は
、「
６
級
ポ
ス

ト
会
」
を
つ
く
っ
て
、
初
め

て
局
と
交
渉
を
し
た
。
職
場

ニ
ュ
ー
ス
『
か
わ
ら
版
』
も

５
号
発
行
し
た
。

　

健
康
と
生
活
を 

　
　

破
壊
す
る
配
転

▼
板
東
代
議
員
（
北
海
道
）

　

精
神
的
な
病
状
に
悩
む
職

員
の
単
身
赴
任
や
、
家
族
に

難
病
を
抱
え
る
職
員
の
単
身

赴
任
な
ど
が
あ
る
。

　

旭
川
か
ら
札
幌
へ
電
車
で

通
勤
す
る
職
員
が
増
え
て
き

た
。
特
急
で
１
時
間　

分
だ

20

が
、
家
か
ら
駅
な
ど
を
含
め

れ
ば
２
時
間
を
超
す
。

▼
菅
原
オ
ブ
（
東
京
）

　

結
婚
し
た
職
員
の
局
間
配

転
が
、
３
年
前
か
ら
、
実
現

せ
ず
に
別
居
状
態
を
何
年
も

強
い
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い

る
。
今
年
は
、
局
内
で
結
婚

し
た
職
員
が
放
置
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
２
件
分
か
っ
て
い

る
。

　

生
活
無
視
の
配
転
も
「
こ

こ
ま
で
来
た
か
」
と
捉
え
て

い
る
。

　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

　
　
　
　
　

を
な
く
そ
う

▼
北
原
オ
ブ
（
東
京
）

　

四
谷
署
の
非
常
勤
職
員
に

２
ヵ
月
連
続
の
雇
い
止
め
通

告
を
し
た
当
局
と
ガ
チ
ン
コ

の
た
た
か
い
を
し
て
き
た
。

分
会
や
支
部
、
地
連
だ
け
で

は
な
く
、
国
公
一
般
を
は
じ

め
、
地
域
の
労
働
者
が
一
緒

に
な
っ
て
た
た
か
い
、
継
続

雇
用
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

た
た
か
い
の
な
か
で
２
名

の
非
常
勤
職
員
が
全
国
税
に

加
入
し
た
。

▼
高
橋
代
議
員
（
関
信
）

　

行　

職
員
も
、
２
級
止
ま

（二）

り
で
退
職
に
追
い
込
ま
れ
る

用
務
員
さ
ん
が
い
る
。
身
近

な
寮
の
管
理
人
さ
ん
は
、
職

が
な
い
と
き
に
住
み
込
み
の

募
集
に
飛
び
つ
い
た
が
、
土

日
も
な
く
、
散
髪
代
も
節
約

す
る
低
い
労
働
条
件
で
働
か

さ
れ
て
い
る
。「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
の
方
々
の
給
与
・

労
働
条
件
を
上
げ
た
い
。

▼
高
橋
中
執
（
東
京
）

　

板
橋
署
の
電
話
交
換
手
を

し
て
い
る
派
遣
労
働
者
が
、

派
遣
元
の
㈱
日
経
ス
タ
ッ
フ

か
ら
一
方
的
な
配
転
を
迫
ら

れ
、
連
帯
労
働
組
合
に
加
入

し
、
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を

打
っ
た
。
全
国
税
と
し
て
は

当
局
に
対
し
て
直
接
雇
用
を

求
め
て
い
る
。

　

共
同
強

共
同
強
めめ
、、要
求
前
進

要
求
前
進
をを

転
反
対
で
大
き
な
集
会
が

あ
っ
た
。
政
府
の
裏
切
り
の

な
か
で
、　

月
に
は
沖
縄
知

11

事
選
が
あ
る
が
、
民
主
党
が

『
第
三
の
候
補
』の
擁
立
を
準

備
し
て
お
り
、
他
方
で
『
県

内
移
転
反
対
』
の
主
張
を
保

　

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
協
議
会
は
８
月　
20

日
、
都
内
で
第　

回
定
期
大

27

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
冒
頭
、
沖
縄
国
公
労

全
税
支
部
・
垣
花
執
行
委
員

が
「
沖
縄
は
基
地
の
県
内
移

守
側
も
す
る
動
き
も
あ
り
、

選
挙
で
の
争
点
が
曖
昧
に
な

る
お
そ
れ
も
あ
る
。
労
働
組

合
と
し
て
、
国
民
・
労
働
者

の
立
場
に
立
つ
首
長
を
求
め

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、「
普
天
間
基
地
無
条
件

撤
去
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

に
反
対
す
る
決
議
」
を
採
択

し
、
菅
首
相
へ
送
付
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
加
盟
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い

を
超
え
、
全
国
税
と
沖
縄
国

公
労
全
税
支
部

の
共
同
を
強

め
、
と
り
わ
け

絶
対
的
差
別
と

い
え
る
沖
縄
格

差
の
解
消
を
は

じ
め
と
し
た
要

新
た
な
個
人
加
盟
の
産
業
別
組
合
を
め
ざ
す

圧倒的な
賛成多数で可決

　

大
会
で
は
、
第
２
号
議
案

と
し
て
「
新
た
な
個
人
加
盟

の
産
業
別
組
合
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
全
国
税
を
個
人
加
盟
の
産

業
別
組
合
へ
組
織
的
に
発
展

さ
せ
、
非
常
勤
職
員
を
は
じ

め
、
派
遣
・
請
負
労
働
者
な

ど
の
労
働
条
件
改
善
の
取
組

み
を
強
化
す
る
た
め
遅
く
と

も
第　

回
定
期
大
会
ま
で
に
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国
公
一
般
へ
の
二
重
加
盟
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

提
案
で
示
さ
れ
た
①
「
た

た
か
う
労
働
組
合
」
を
職
場

に
残
し
、
国
税
労
働
運
動
の

継
承
と
発
展
を
め
ざ
す
、
②

国
税
職
場
の
未
組
織
労
働
者

の
組
織
化
を
進
め
る
、
③
地

域
の
未
組
織
公
務
職
場
・
労

働
者
の
組
織
化
を
進
め
、
全

て
の
労
働
者
と
統
一
し
て
た

た
か
う
、
の
３
点
の
意
義
の

理
解
が
進
む
一
方
で
、「
な

ぜ
、
今
必
要
か
」「
組
合
員
の

負
担
が
増
す
の
で
は
な
い

か
」「
地
方
で
は
全
国
税
単
体

と
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
質
問
・
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
は
、
賛
成

　

、
反
対
２
で
採
択
さ
れ
ま

22し
た
。

新

役

員

紹

新 
役 
員 
紹 
介介

【
中
央
執
行
委
員
長
】

藤
平　

和
良
（
東
京
中
・
再
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部　

富
治
（
埼
玉
・
再
）

増
山　

満
樹
（
東
京
中
・
再
）

山
口
潤
一
郎
（
東
京
南
・
再
）

山
根　

敏
典
（
北
大
阪
・
新
）

【
書
記
長
】

山
本　

浩
二
（
東
京
中
・
再
）

【
書
記
次
長
・
本
部
専
従
】

田
山　

文
武
（
東
京
西
・
再
）

【
中
央
執
行
委
員
】

布
施　
　

孝
（
道
北
・
再
）

佐
藤　
　

勉
（
岩
手
・
再
）

大
野　
　

亙
（
埼
玉
・
再
）

真
貝　

正
治
（
埼
玉
・
再
）

中
島　

計
衛
（
群
馬
・
新
）

高
橋　
　

誠
（
東
京
中
・
再
）

小
林　

寛
昭
（
三
多
摩
・
新
）

一
森　

進
治
（
東
京
中
・
再
）

八
代　
　

司
（
東
京
中
・
再
）

豊
田　

啓
子
（
神
奈
川
・
再
）

朴
木　

昭
一
（
東
京
東
・
再
）

山
道　

外
誠
（
東
京
南
・
再
）

池
野
谷
正
美
（
愛
知
・
新
）

澤
田　

孝
司
（
富
山
・
再
）

松
本　

純
治
（
東
大
阪
・
再
）

前
川　

幸
徳
（
愛
媛
・
再
）

岡　
　

一
幸
（
福
岡
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村　

満
男
（
埼
玉
・
再
）

中
原　

賢
二
（
東
京
西
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

吉
岡　

正
範
（
千
葉
・
新
）

求
実
現
め
ざ
す
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会

第    
回
定
期
大
会
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「若手育成の時間がない」統括官

一
元
化

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

雇
い
止
め
阻
止
の
た
た
か
い
の
中
、加
入拍

  
手

全税支部・垣花執行委員

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

【
副
執
行
委
員
長
】

田
端　

義
機（
東
大
阪
支
部
）

【
書
記
次
長
】

井
ノ
上
繁
利（
東
京
中
支
部
）

【
中
央
執
行
委
員
】

細
川　
　

潔
（
愛
知
支
部
）

岡
澤　

利
昭
（
千
葉
支
部
）

退
任
さ
れ
た
役
員


